
断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真⑦
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第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-324 再掲
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断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真位置図

表土はぎ調査結果（ルートマップJ）

青字は岩脈状の部分（火山砕屑岩）の走向・傾斜等を記載。
黒字は節理の走向・傾斜等を記載。

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-325 一部修正

福浦断層
（東側）

福浦断層
（西側）

100m0

OS-9

（ルートマップJ）

右図範囲

大坪川ダム付近 調査位置図

2.2-2-66

○断層oの南方延長位置において，表土はぎ調査を実施した結果，別所岳安山岩類の安山岩が分布し，断層oに対応する断層は認められない。



断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真⑧～⑨
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第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-326 再掲
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断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真⑩～⑪
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写真⑩
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第1064回審査会合 机上配布資料1
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断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真⑫～⑬
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写真⑬

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-328 再掲
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断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真⑭～⑮
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写真⑭

写真⑮

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-329 再掲
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断層o南方延長 表土はぎ調査（ルートマップJ） 写真⑯～⑰
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写真⑯

写真⑰

第1064回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-330 再掲
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